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庄内町農業委員会
令和8年2月2日

令和８年度 農地中間管理事業 貸付・借受について

農委広報 風と大地 令和８年２月２日  　第42号 ⑷

　

一
昨
年
か
ら
続
く
令
和
の
米
騒
動
。

供
給
過
剰
で
価
格
の
低
迷
が
続
き
、
生

産
者
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
の
諦
め
モ
ー

ド
か
ら
一
転
、
潤
っ
た
こ
と
は
素
直
に

喜
び
た
い
。
も
う
す
ぐ
確
定
申
告
の
時

期
だ
が
、
そ
の
納
税
額
に
も
驚
く
。
昨

年
の
秋
作
業
後
、
税
金
対
策
と
し
て
農

業
機
械
の
注
文
が
殺
到
し
受
注
停
止
に

な
っ
た
と
か
、
資
材
関
係
の
前
取
り
激

増
と
い
う
珍
現
象
も
起
こ
っ
た
。

　

生
命
の
根
幹
で
あ
る
「
食
料
」
の
安

定
供
給
と
安
心
し
て
再
生
産
で
き
る
生

産
者
の
手
取
り
確
保
は
、
後
継
者
問
題

と
と
も
に
日
本
農
業
待
っ
た
な
し
の
課

題
で
あ
る
。

　

令
和
７
年
産
米
の
売
れ
行
き
が
芳
し

く
な
い
と
い
う
。米
離
れ
が
心
配
で
あ
る
。

（
日
下
部
美
雄
）

部
会
長　

日
向　

弘
明

副
部
会
長　

阿
部
金
一
郎

　

髙
梨
美
代
子　
　

秋
葉　

俊
一

　

日
下
部
崇
喜　
　

石
川　

義
則

　

日
下
部
美
雄　
　

髙
橋　

義
夫

　

佐
藤　
　

繁

編
集
委
員
（
農
地
部
会
）

編
集
後
記

庄内町農業委員会委員を募集します庄内町農業委員会委員を募集します
農業委員会委員の任期満了に伴い、次期農業委員を募集します。

地域農業の発展や農地利用の最適化の推進にご尽力いただける方の推薦や応募をお願いします。

１ 募集人数

２ 任　　期

３ 身　　分

４ 報　　酬

５ 主な仕事

６  応募の資格

19人

令和8年7月17日から
令和11年7月16日まで（3年間）

庄内町の特別職の非常勤職員

年額239,000円に町長が別に定
める額を加算した額

農地に関する相談業務
農地の権利移動や転用に係る許認
可業務
担い手への農地の集積・集約化、
遊休農地の発生防止業務など

農業に関する知識を有し農業委員
の職務を適切に行うことができる
方

７ 応募方法

８ 募集期間

次の推薦書または申出書を農業委員
会に提出してください。　
〇農業者などから推薦を受ける場合：
庄内町農業委員会委員候補者推薦書

〇募集に応募する場合：
庄内町農業委員会委員候補者応募
申出書

※用紙は農業委員会、役場総合案内、
立川総合支所に備えてあります。
また、庄内町ホームページからダ
ウンロードできます。

※募集期間の中間と期間終了後に、
推薦した方、推薦を受けた方および
応募した方に関する情報を、庄内
町ホームページにおいて法令に基
づき公開します。

令和8年2月2日㈪から27日㈮まで

提出・問い合わせ　庄内町農業委員会事務局 〒999-7781 庄内町余目字町132番地1 ☎ 0234-42-0172

（※）令和8年中に契約期間が終了する方には、別途お知らせを通知します。通知が届いてから手続き
　　　をお願いします。

申請書締切日 主な対象者

１回目
令和８年 ７月31日㈮
①と②の方はこの日より
も前にご相談ください

①経営移譲をお考えの方
②離農をお考えの方（地域計画の策定により農地の集約の観点から
　受け手を決めずお越しください）
③農地中間管理事業の再設定をする方（※）

２回目 令和８年 ８月31日㈪ 円滑化事業（農協）などから切替をする方（※）
３回目 令和８年11月30日㈪ 令和９年作の手続き最終日

　

令
和
８
年
、
今
年
は
ど
ん
な
年
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
？
昨
年
は
記
録
的
な

猛
暑
、
少
雨
と
な
り
夏
頃
は
水
不
足
で

稲
、
大
豆
な
ど
作
物
が
枯
れ
る
事
態
に

ま
で
な
り
、
悩
ま
さ
れ
た
時
期
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
秋
は
長
雨
で
、
稲
刈
り

も
苦
労
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
！
ま
た
米
値
段
の
高
止
ま
り
が
続

き
「
令
和
の
米
騒
動
」
に
な
り
ま
し

た
。
近
年
に
な
い
米
値
段
で
良
い
点
も

あ
り
ま
す
が
、
消
費
者
に
と
っ
て
は
少

し
困
っ
た
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
ど
の

位
が
相
場
な
の
か
？
持
続
可
能
な
値
段

と
は
い
く
ら
な
の
か
？

　

秋
頃
か
ら
熊
の
被
害
が
相
次
い
で

起
き
ま
し
た
。
食
害
、
人
身
被
害
、
イ

ノ
シ
シ
に
よ
る
ほ
場
荒
ら
し
。
近
く
に

い
る
と
い
う
恐
怖
、
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
う
す
ぐ
農
作
業
が

始
ま
る
時
期
で
す
。
ま
た
頑
張
っ
て
秋

に
は
ウ
マ
く
い
き
ま
す
よ
う
に
！

（
日
向　

弘
明
）

令
和
の
米
騒
動

あれっ!？あれっ!？
添津集落に添津集落に
カモシカ出現カモシカ出現
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令
和
７
年
度
山
形
県
農
業
委
員
会
大

会
が
11
月
５
日
山
形
市
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。「
最
近
の
農
業
情
勢
と
地
域
計

画
の
実
現
・
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
向

け
た
農
業
委
員
会
活
動
」
と
い
う
テ
ー

マ
で（
一
社
）全
国
農
業
会
議
所
事
務
局

長
よ
り
講
演
が
あ
り
、
活
動
事
例
報
告

と
し
て（
一
社
）ふ
ぁ
ー
む
な
か
つ
が
わ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
飯
豊
町
農
業
委

員
会
会
長
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
米
価
格
高
騰
問
題
、
政

府
・
国
会
に
お
け
る
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
の
審
議
経
過
な
ど
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
、
こ
の
３
月
に
策
定

し
た
地
域
計
画
に
基
づ
き
、
目
標
地
図

に
つ
い
て
地
域
で
の
話
し
合
い
を
重
ね

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
と

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
今
ま
で
行
わ
れ

た
地
域
計
画
の
内
容
把
握
で
は
、
全
国

の
農
地
の
７
割
強
が
現
状
維
持
と
な
っ

て
お
り
、
10
年
後
に
お
い
て
は
農
地
の

６
割
で
受
け
手
が
見
つ
か
ら
な
い
状
況

に
な
り
う
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
担
い

手
の
確
保
や
育
成
が
早
急
に
求
め
ら
れ

て
い
る
現
状
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

事
例
報
告
で
は
飯
豊
町
中
津
川
地
区

で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
中
津
川
む
ら
づ
く
り

協
議
会
を
平
成
２
年
に
全
戸
加
入
の
も

と
発
足
さ
せ
、
将
来
計
画
・
イ
ン
フ
ラ･

　

最
初
の
視
察

は
、
仙
台
市
荒

浜
地
区
の
農
事

組
合
法
人
「
せ

ん
だ
い
あ
ら
は

ま
」
で
す
。
こ

こ
の
成
り
立
ち

は
、
復
興
の
歴

史
で
も
あ
り
ま

し
た
。
震
災
で

農
地
・
家
屋
、

そ
し
て
大
切
な
人
ま
で
失
っ
た
状
況
の

中
、
再
生
の
き
っ
か
け
と
し
て
立
ち
上

げ
た
「
荒
浜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う

地
域
再
生
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
の
中

で
、
農
業
を
通
じ
て
人
の
集
ま
る
場
を

維
持
し
、
地
区
の
復
興
に
つ
な
げ
た
い

思
い
で
こ
の
法
人
が
設
立
さ
れ
た
、
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　

現
在
の
経
営
面
積
は
約
90
ha
、
水
稲

は
す
べ
て
乾
田
直
播
。

　

法
人
の
立
ち
上
げ
時
の
思
い
を
経
営

の
柱
と
し
、
農
地
の
集
積
と
栽
培
技
術

の
向
上
を
図
り
、
将
来
的
に
は
６
次
産

業
化
や
Ｉ
Ｔ
の
導
入
で
経
営
の
安
定
と

効
率
化
で
、
担
い
手
が
集
ま
る
法
人
を

目
指
す
、
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

次
に
訪
れ
た
の
は
、
名
取
市
の
農
事

組
合
法
人
Ｕ
・
Ｍ
・
Ａ
・
Ｓ
・
Ｉ
（
ウ

マ
シ
）、
意
味
は
「
こ
こ
植
松
地
区
を

12
月
３
日
、
役
場
大
会
議
室
に
て
意

見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師

に
三
谷
美
重
子
税
理
士
、
や
ま
が
た
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り
小
室
邦
秀
氏
を

お
迎
え
し
、
農
業
経
営
に
関
す
る
税
制

度
の
概
要
、
経
営
継
承
の
進
め
方
に
つ

い
て
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
米
の
消
費
者
価
格
と
生
産

者
価
格
が
と
も
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

２
月
は
決
算
書
の
作
成
の
時
期
で
す
。

在
庫
の
棚
卸
し
や
、
減
価
償
却
の
整
理

が
必
要
で
す
。
新
た
に
消
費
税
申
告
者

に
な
る
人
が
急
増

し
、「
簡
易
課
税

選
択
届
出
書
」
の

提
出
が
必
要
な
こ

と
を
学
び
、
農
業

経
営
に
係
る
税
の

申
告
の
た
め
に
は
、

数
値
を
し
っ
か
り

理
解
し
、
管
理
を

き
ち
ん
と
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。

農
業
経
営
基
盤
強

化
準
備
金
制
度
の

活
用
に
よ
る
税
制

面
で
の
支
援
や
、

農
業
経
営
に
役
立

農
業
・
林
業
な
ど
に
つ
い
て
各
種
専
門

委
員
会
を
設
置
し
協
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
そ
の
な
か
で
、
農
業
に
関
し
て
は

「
地
域
ま
る
っ
と
中
間
管
理
方
式
」
を

令
和
４
年
に
導
入
し
、一
般
社
団
法
人
と

し
て
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
取

り
組
み
に
よ
り
担
い
手
の
確
保
、
中
津

川
ブ
ラ
ン
ド
の
生
産
販
売
、
遊
休
農
地
・

耕
作
放
棄
地
の
防
止
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
る
事
例
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

（
阿
部　

金
一
郎
）

ま
と
め
て
、最
高
の
農
業
組
織
と
な
る
」

事
を
目
的
と
す
る
も
の
で
し
た
。

　

経
営
面
積
140
ha
、
構
成
員
10
名
で
植

松
地
区
の
9
割
の
農
地
を
担
っ
て
い

ま
し
た
。

　

大
友
代
表
か
ら
は
、
法
人
化
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
対
外
的
な
信
用
が
増

し
、
行
政
か
ら
の
情
報
や
補
助
事
業
の

活
用
が
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
、
優
秀

な
人
材
の
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修

で
感
じ
た
の
は

2
組
織
と
も

に
、
経
営
的
・

技
術
的
に
向
上

し
て
い
く
目
標

は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
中
心
経

営
体
と
し
て
貢

献
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
本
町
に
お
い

て
も
、
農
地
の
集
積
に
よ
る
大
規
模
農

家
が
増
加
し
、
法
人
化
に
目
を
向
け
る

農
家
も
増
え
て
い
ま
す
。
農
家
戸
数
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
農

業
・
農
地
を
守
っ
て
い
く
こ
と
、
さ
ら

に
本
物
の
経
営
者
に
な
る
重
要
性
を
今

回
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。（髙

橋　

義
夫
）

つ
情
報
な
ど
を
有
効
に
取
り
入
れ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
手
な
農
業
経
営
継
承
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
家
族
の
話
し
合
い
が
重
要

で
あ
り
、
そ
の
明
文
化
も
一
つ
の
参
考

指
標
と
し
て
役
立
つ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

後
継
者
不
足
の
中
、
若
い
農
業
者
に

農
地
が
集
ま
り
ま
す
。
法
人
化
に
関
す

る
研
修
や
相
談
な
ど
、
農
業
者
自
身
で

勉
強
し
、
よ
り
良
い
農
業
経
営
者
に
な

れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。（

髙
梨　

美
代
子
）

農業者年金の3つの税制優遇

農業者年金へは、次の要件を満たす方ならどなたでも加入できます。

独立行政法人 農業者年金基金農業者年金の内容やご相談については、
最寄りの農業委員会かJAまたは農業者年金基金に
お問い合わせください。

詳しくは…

●専門相談員
TEL：03-5919-0371

●企画調整室
TEL：03-5919-0332

年間60日以上
農業に従事

国民年金第1号
被保険者

国民年金保険料納付免除者を除く

65歳未満
60歳以上は、

国民年金の任意加入被保険者

ポイント

1
支払った保険料は
全額社会
保険料控除
の対象！

ポイント

3
将来年金として
受け取る際も
大きな控除！

農業者年金は税の軽減の立役者です！年金積立
しながら
税軽減

農業者年金と国民年金基金（旧みどり年金を含む）および個人型確定拠出年金（イデコ）とは重複加入できませんのでご注意ください。

農業者年金 検索 https://www.nounen.go.jp

ポイント

2
運用益は
非課税！

ダメです！違反転用ダメです！違反転用
● 許可なく転用した場合や、転用許
可に係る事業計画どおりに転用
していない場合等は、農地法に違
反することとなり、工事の中止や
原状回復等の命令がされる場合
があります。（農地法第51条）
● 罰則の適用もあります。（農地法
第64条、第67条）違反転用すると
個人は3年以下の懲役または300
万円以下の罰金が科せられます。

資材置場にした

産廃の捨て場にした

農業用施設を建てた＊

駐車場にした

建設残土の捨て場にした

＊自己所有農地に2a未満の農
業用施設を建てる場合は許可
を要しないこととなっています
が、届け出は必要です。まずは農
業委員会にご相談ください。

農
業
者
等
と
の
意
見
交
換
会

山
形
県
農
業
委
員
会
大
会
に
参
加

宮
城
県
で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
11
5
11
6

～
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令
和
７
年
度
山
形
県
農
業
委
員
会
大

会
が
11
月
５
日
山
形
市
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。「
最
近
の
農
業
情
勢
と
地
域
計

画
の
実
現
・
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
向

け
た
農
業
委
員
会
活
動
」
と
い
う
テ
ー

マ
で（
一
社
）全
国
農
業
会
議
所
事
務
局

長
よ
り
講
演
が
あ
り
、
活
動
事
例
報
告

と
し
て（
一
社
）ふ
ぁ
ー
む
な
か
つ
が
わ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
飯
豊
町
農
業
委

員
会
会
長
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
米
価
格
高
騰
問
題
、
政

府
・
国
会
に
お
け
る
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
の
審
議
経
過
な
ど
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
、
こ
の
３
月
に
策
定

し
た
地
域
計
画
に
基
づ
き
、
目
標
地
図

に
つ
い
て
地
域
で
の
話
し
合
い
を
重
ね

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
と

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
今
ま
で
行
わ
れ

た
地
域
計
画
の
内
容
把
握
で
は
、
全
国

の
農
地
の
７
割
強
が
現
状
維
持
と
な
っ

て
お
り
、
10
年
後
に
お
い
て
は
農
地
の

６
割
で
受
け
手
が
見
つ
か
ら
な
い
状
況

に
な
り
う
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
担
い

手
の
確
保
や
育
成
が
早
急
に
求
め
ら
れ

て
い
る
現
状
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

事
例
報
告
で
は
飯
豊
町
中
津
川
地
区

で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
中
津
川
む
ら
づ
く
り

協
議
会
を
平
成
２
年
に
全
戸
加
入
の
も

と
発
足
さ
せ
、
将
来
計
画
・
イ
ン
フ
ラ･

　

最
初
の
視
察

は
、
仙
台
市
荒

浜
地
区
の
農
事

組
合
法
人
「
せ

ん
だ
い
あ
ら
は

ま
」
で
す
。
こ

こ
の
成
り
立
ち

は
、
復
興
の
歴

史
で
も
あ
り
ま

し
た
。
震
災
で

農
地
・
家
屋
、

そ
し
て
大
切
な
人
ま
で
失
っ
た
状
況
の

中
、
再
生
の
き
っ
か
け
と
し
て
立
ち
上

げ
た
「
荒
浜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う

地
域
再
生
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
の
中

で
、
農
業
を
通
じ
て
人
の
集
ま
る
場
を

維
持
し
、
地
区
の
復
興
に
つ
な
げ
た
い

思
い
で
こ
の
法
人
が
設
立
さ
れ
た
、
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　

現
在
の
経
営
面
積
は
約
90
ha
、
水
稲

は
す
べ
て
乾
田
直
播
。

　

法
人
の
立
ち
上
げ
時
の
思
い
を
経
営

の
柱
と
し
、
農
地
の
集
積
と
栽
培
技
術

の
向
上
を
図
り
、
将
来
的
に
は
６
次
産

業
化
や
Ｉ
Ｔ
の
導
入
で
経
営
の
安
定
と

効
率
化
で
、
担
い
手
が
集
ま
る
法
人
を

目
指
す
、
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

次
に
訪
れ
た
の
は
、
名
取
市
の
農
事

組
合
法
人
Ｕ
・
Ｍ
・
Ａ
・
Ｓ
・
Ｉ
（
ウ

マ
シ
）、
意
味
は
「
こ
こ
植
松
地
区
を

12
月
３
日
、
役
場
大
会
議
室
に
て
意

見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師

に
三
谷
美
重
子
税
理
士
、
や
ま
が
た
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り
小
室
邦
秀
氏
を

お
迎
え
し
、
農
業
経
営
に
関
す
る
税
制

度
の
概
要
、
経
営
継
承
の
進
め
方
に
つ

い
て
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
米
の
消
費
者
価
格
と
生
産

者
価
格
が
と
も
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

２
月
は
決
算
書
の
作
成
の
時
期
で
す
。

在
庫
の
棚
卸
し
や
、
減
価
償
却
の
整
理

が
必
要
で
す
。
新
た
に
消
費
税
申
告
者

に
な
る
人
が
急
増

し
、「
簡
易
課
税

選
択
届
出
書
」
の

提
出
が
必
要
な
こ

と
を
学
び
、
農
業

経
営
に
係
る
税
の

申
告
の
た
め
に
は
、

数
値
を
し
っ
か
り

理
解
し
、
管
理
を

き
ち
ん
と
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。

農
業
経
営
基
盤
強

化
準
備
金
制
度
の

活
用
に
よ
る
税
制

面
で
の
支
援
や
、

農
業
経
営
に
役
立

農
業
・
林
業
な
ど
に
つ
い
て
各
種
専
門

委
員
会
を
設
置
し
協
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
そ
の
な
か
で
、
農
業
に
関
し
て
は

「
地
域
ま
る
っ
と
中
間
管
理
方
式
」
を

令
和
４
年
に
導
入
し
、一
般
社
団
法
人
と

し
て
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
取

り
組
み
に
よ
り
担
い
手
の
確
保
、
中
津

川
ブ
ラ
ン
ド
の
生
産
販
売
、
遊
休
農
地
・

耕
作
放
棄
地
の
防
止
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
る
事
例
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

（
阿
部　

金
一
郎
）

ま
と
め
て
、最
高
の
農
業
組
織
と
な
る
」

事
を
目
的
と
す
る
も
の
で
し
た
。

　

経
営
面
積
140
ha
、
構
成
員
10
名
で
植

松
地
区
の
9
割
の
農
地
を
担
っ
て
い

ま
し
た
。

　

大
友
代
表
か
ら
は
、
法
人
化
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
対
外
的
な
信
用
が
増

し
、
行
政
か
ら
の
情
報
や
補
助
事
業
の

活
用
が
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
、
優
秀

な
人
材
の
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修

で
感
じ
た
の
は

2
組
織
と
も

に
、
経
営
的
・

技
術
的
に
向
上

し
て
い
く
目
標

は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
中
心
経

営
体
と
し
て
貢

献
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
本
町
に
お
い

て
も
、
農
地
の
集
積
に
よ
る
大
規
模
農

家
が
増
加
し
、
法
人
化
に
目
を
向
け
る

農
家
も
増
え
て
い
ま
す
。
農
家
戸
数
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
農

業
・
農
地
を
守
っ
て
い
く
こ
と
、
さ
ら

に
本
物
の
経
営
者
に
な
る
重
要
性
を
今

回
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。（髙

橋　

義
夫
）

つ
情
報
な
ど
を
有
効
に
取
り
入
れ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
手
な
農
業
経
営
継
承
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
家
族
の
話
し
合
い
が
重
要

で
あ
り
、
そ
の
明
文
化
も
一
つ
の
参
考

指
標
と
し
て
役
立
つ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

後
継
者
不
足
の
中
、
若
い
農
業
者
に

農
地
が
集
ま
り
ま
す
。
法
人
化
に
関
す

る
研
修
や
相
談
な
ど
、
農
業
者
自
身
で

勉
強
し
、
よ
り
良
い
農
業
経
営
者
に
な

れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。（

髙
梨　

美
代
子
）

農業者年金の3つの税制優遇

農業者年金へは、次の要件を満たす方ならどなたでも加入できます。

独立行政法人 農業者年金基金農業者年金の内容やご相談については、
最寄りの農業委員会かJAまたは農業者年金基金に
お問い合わせください。

詳しくは…

●専門相談員
TEL：03-5919-0371

●企画調整室
TEL：03-5919-0332

年間60日以上
農業に従事

国民年金第1号
被保険者

国民年金保険料納付免除者を除く

65歳未満
60歳以上は、

国民年金の任意加入被保険者

ポイント

1
支払った保険料は
全額社会
保険料控除
の対象！

ポイント

3
将来年金として
受け取る際も
大きな控除！

農業者年金は税の軽減の立役者です！年金積立
しながら
税軽減

農業者年金と国民年金基金（旧みどり年金を含む）および個人型確定拠出年金（イデコ）とは重複加入できませんのでご注意ください。

農業者年金 検索 https://www.nounen.go.jp

ポイント

2
運用益は
非課税！

ダメです！違反転用ダメです！違反転用
● 許可なく転用した場合や、転用許
可に係る事業計画どおりに転用
していない場合等は、農地法に違
反することとなり、工事の中止や
原状回復等の命令がされる場合
があります。（農地法第51条）
● 罰則の適用もあります。（農地法
第64条、第67条）違反転用すると
個人は3年以下の懲役または300
万円以下の罰金が科せられます。

資材置場にした

産廃の捨て場にした

農業用施設を建てた＊

駐車場にした

建設残土の捨て場にした

＊自己所有農地に2a未満の農
業用施設を建てる場合は許可
を要しないこととなっています
が、届け出は必要です。まずは農
業委員会にご相談ください。

農
業
者
等
と
の
意
見
交
換
会

山
形
県
農
業
委
員
会
大
会
に
参
加

宮
城
県
で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
11
5
11
6

～



農委広報
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庄内町農業委員会
令和8年2月2日

令和８年度 農地中間管理事業 貸付・借受について

農委広報 風と大地 令和８年２月２日  　第42号 ⑷

　

一
昨
年
か
ら
続
く
令
和
の
米
騒
動
。

供
給
過
剰
で
価
格
の
低
迷
が
続
き
、
生

産
者
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
の
諦
め
モ
ー

ド
か
ら
一
転
、
潤
っ
た
こ
と
は
素
直
に

喜
び
た
い
。
も
う
す
ぐ
確
定
申
告
の
時

期
だ
が
、
そ
の
納
税
額
に
も
驚
く
。
昨

年
の
秋
作
業
後
、
税
金
対
策
と
し
て
農

業
機
械
の
注
文
が
殺
到
し
受
注
停
止
に

な
っ
た
と
か
、
資
材
関
係
の
前
取
り
激

増
と
い
う
珍
現
象
も
起
こ
っ
た
。

　

生
命
の
根
幹
で
あ
る
「
食
料
」
の
安

定
供
給
と
安
心
し
て
再
生
産
で
き
る
生

産
者
の
手
取
り
確
保
は
、
後
継
者
問
題

と
と
も
に
日
本
農
業
待
っ
た
な
し
の
課

題
で
あ
る
。

　

令
和
７
年
産
米
の
売
れ
行
き
が
芳
し

く
な
い
と
い
う
。米
離
れ
が
心
配
で
あ
る
。

（
日
下
部
美
雄
）

部
会
長　

日
向　

弘
明

副
部
会
長　

阿
部
金
一
郎

　

髙
梨
美
代
子　
　

秋
葉　

俊
一

　

日
下
部
崇
喜　
　

石
川　

義
則

　

日
下
部
美
雄　
　

髙
橋　

義
夫

　

佐
藤　
　

繁

編
集
委
員
（
農
地
部
会
）

編
集
後
記

庄内町農業委員会委員を募集します庄内町農業委員会委員を募集します
農業委員会委員の任期満了に伴い、次期農業委員を募集します。

地域農業の発展や農地利用の最適化の推進にご尽力いただける方の推薦や応募をお願いします。

１ 募集人数

２ 任　　期

３ 身　　分

４ 報　　酬

５ 主な仕事

６  応募の資格

19人

令和8年7月17日から
令和11年7月16日まで（3年間）

庄内町の特別職の非常勤職員

年額239,000円に町長が別に定
める額を加算した額

農地に関する相談業務
農地の権利移動や転用に係る許認
可業務
担い手への農地の集積・集約化、
遊休農地の発生防止業務など

農業に関する知識を有し農業委員
の職務を適切に行うことができる
方

７ 応募方法

８ 募集期間

次の推薦書または申出書を農業委員
会に提出してください。　
〇農業者などから推薦を受ける場合：
庄内町農業委員会委員候補者推薦書

〇募集に応募する場合：
庄内町農業委員会委員候補者応募
申出書

※用紙は農業委員会、役場総合案内、
立川総合支所に備えてあります。
また、庄内町ホームページからダ
ウンロードできます。

※募集期間の中間と期間終了後に、
推薦した方、推薦を受けた方および
応募した方に関する情報を、庄内
町ホームページにおいて法令に基
づき公開します。

令和8年2月2日㈪から27日㈮まで

提出・問い合わせ　庄内町農業委員会事務局 〒999-7781 庄内町余目字町132番地1 ☎ 0234-42-0172

（※）令和8年中に契約期間が終了する方には、別途お知らせを通知します。通知が届いてから手続き
　　　をお願いします。

申請書締切日 主な対象者

１回目
令和８年 ７月31日㈮
①と②の方はこの日より
も前にご相談ください

①経営移譲をお考えの方
②離農をお考えの方（地域計画の策定により農地の集約の観点から
　受け手を決めずお越しください）
③農地中間管理事業の再設定をする方（※）

２回目 令和８年 ８月31日㈪ 円滑化事業（農協）などから切替をする方（※）
３回目 令和８年11月30日㈪ 令和９年作の手続き最終日

　

令
和
８
年
、
今
年
は
ど
ん
な
年
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
？
昨
年
は
記
録
的
な

猛
暑
、
少
雨
と
な
り
夏
頃
は
水
不
足
で

稲
、
大
豆
な
ど
作
物
が
枯
れ
る
事
態
に

ま
で
な
り
、
悩
ま
さ
れ
た
時
期
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
秋
は
長
雨
で
、
稲
刈
り

も
苦
労
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
！
ま
た
米
値
段
の
高
止
ま
り
が
続

き
「
令
和
の
米
騒
動
」
に
な
り
ま
し

た
。
近
年
に
な
い
米
値
段
で
良
い
点
も

あ
り
ま
す
が
、
消
費
者
に
と
っ
て
は
少

し
困
っ
た
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
ど
の

位
が
相
場
な
の
か
？
持
続
可
能
な
値
段

と
は
い
く
ら
な
の
か
？

　

秋
頃
か
ら
熊
の
被
害
が
相
次
い
で

起
き
ま
し
た
。
食
害
、
人
身
被
害
、
イ

ノ
シ
シ
に
よ
る
ほ
場
荒
ら
し
。
近
く
に

い
る
と
い
う
恐
怖
、
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
う
す
ぐ
農
作
業
が

始
ま
る
時
期
で
す
。
ま
た
頑
張
っ
て
秋

に
は
ウ
マ
く
い
き
ま
す
よ
う
に
！

（
日
向　

弘
明
）

令
和
の
米
騒
動

あれっ!？あれっ!？
添津集落に添津集落に
カモシカ出現カモシカ出現


